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５
月
６
日
開
催
の
農
業
委
員

会
初
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
引

き
続
き
会
長
と
い
う
大
役
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
三
条
市
の

農
業
発
展
の
た
め
、
努
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
農
業
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
、
遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
等
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

お
い
て
、
農
業
委
員
会
で
は
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
一
体
と
な
り
、
農
地
等
の
利
用
最
適

化
推
進
を
図
る
た
め
、
担
い
手
の
確
保
や
農
地
の
利
用

集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
等
の
発
生
防
止
・
解
消
の

取
組
体
制
の
強
化
な
ど
、
対
応
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

三
条
市
で
は
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
５
月
１
日
か
ら
新
体
制
へ

移
行
し
、
農
業
委
員
19
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
18
名
で
農
業
委
員
会
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
外
食

産
業
の
需
要
が
減
少
し
、
米
価
は
下
落
傾
向
に
あ
る
中
、

農
業
経
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
に
向
け
、
新
規
就

農
者
や
法
人
の
参
入
を
促
進
す
る
た
め
、
農
地
の
取
得

条
件
で
あ
る
下
限
面
積
の
見
直
し
も
、
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
業
者
の
信
頼
と

期
待
に
応
え
、
経
営
の
合
理
化
や
農
業
所
得
の
拡
大
等

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
御
支
援
、
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

�

三
条
市
農
業
委
員
会 

会
長

�

野

﨑

文

夫

（下田地区大沢集落のナルコラン圃場）
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農地利用最適化推進委員

農地利用最適化推進委員

農業委員

農業委員

蒲
がわ

澤
ざわ

利
とし

嗣
つぐ

（江口）
長
は

谷
せ

川
がわ

　淨
じょう

二
じ

（飯田）
山
やま

谷
たに

秀
ひで

昭
あき

（下大浦）
笹
ささ

岡
おか

大
だい

介
すけ

（駒込）
原
はら

田
だ

孝
こう

一
いち

（牛野尾）
吉
よし

田
だ

　 昇
のぼる

（森町）

山
やま

屋
や

和
かず

徳
のり

（長沢）
坂
さか

井
い

浩
ひろ

行
ゆき

（名下）
佐
さ

藤
とう

裕
ひろ

雄
お

（荒沢）
熊
くま

倉
くら

　 睦
むつみ

（新屋）
佐
さ

藤
とう

一
かず

富
とみ

（楢山）

大
おお

口
くち

伸
のぶ

昭
あき

（栄荻島）
髙
たか

山
やま

弘
ひろ

則
のり

（新堀）
吉
よし

田
だ

精
せい

一
いち

（小古瀬）
小
こ

池
いけ

秀
しゅう

一
いち

（茅原）
松
まつ

岡
おか

博
はく

一
いち

（鬼木）

桒
くわ

原
ばら

一
いち

郎
ろう

（猪子場新田）
岡
おか

﨑
ざき

洋
よう

一
いち

（前谷内）
三
みつ

師
もろ

満
みち

夫
お

（善久寺）
佐
さ

藤
とう

秀
ひで

樹
き

（泉新田）
島
しま

影
かげ

正
まさ

幸
ゆき

（北潟）
田
た

邉
なべ

敦
あつ

子
こ

（帯織）

農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介

農業委員

山
やま

倉
くら

　 広
ひろし

（月岡4丁目）
馬
ば

場
ば

良
りょう

子
こ

（西大崎3丁目）

農地利用最適化
推進委員

飯
いい

塚
づか

　栄
えい

三
み

千
ち

（東本成寺）
井
いの

上
うえ

利
とし

弥
み

（北四日町）
廣
ひろ

川
かわ

久
ひさ

一
いち

（長嶺）
北
きた

澤
ざわ

正
まさ

之
ゆき

（鶴田3丁目）

矢
や

代
しろ

誠
せい

一
いち

（須戸新田）
松
まつ

下
した

正
まさ

樹
き

（代官島）
渡
わた

辺
なべ

秀
ひで

人
と

（柳沢）

清
せい

野
の

秀
しゅう

作
さく

（塚野目5丁目）
小
こ

林
ばやし

茂
しげ

宏
ひろ

（上須頃）
廣
ひろ

川
かわ

哲
てつ

也
や

（金子新田）
田
た

邉
なべ

　 稔
みのる

（井栗1丁目）
捧
ささげ

　 幸
ゆき

伸
のぶ

（下坂井）
野
の

﨑
ざき

文
ふみ

夫
お

（林町2丁目）

三条地区

栄地区

下田地区

会　　長　 野 﨑 文 夫
会長代理　 桒 原 一 郎
農政対策部会
　部 会 長　 熊 倉 　 睦
　部会長代理　 捧 　 幸 伸
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　部会長代理　 佐 藤 一 富

第２調査部会
　部 会 長　 佐 藤 裕 雄
　部会長代理　 清 野 秀 作
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　部 会 長　 田 邉 　 稔
　部会長代理　 三 師 満 夫
農業委員会だより編集委員会
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Ⅰ　
基
本
方
針

　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
、

集
落
機
能
や
地
域
経
済
力
の
減
退
、
担

い
手
不
足
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ

る
農
業
生
産
基
盤
の
縮
小
な
ど
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
条
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
関
係

団
体
と
連
携
し
、
農
業
生
産
力
の
増
進

及
び
農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
農

業
者
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い
く
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
活
動
す
る
。

Ⅱ　
事
業
計
画

　
１　
会
議
関
係

⑴　

定
例
総
会

⑵　

臨
時
総
会

⑶　

調
査
部
会

⑷　

農
政
対
策
部
会

⑸　

特
別
調
査
部
会

⑹　

作
況
調
査
検
討
会

⑺　

和
解
の
仲
介
委
員
会

　
２　
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催

⑴　

�

農
政
・
消
費
問
題
等
の
講
演

会
を
開
催

⑵　

委
員
研
修
会
の
実
施

　
３　
視
察
研
修
関
係

⑴　

�

農
業
委
員
及
び
農
地
最
適
化

推
進
委
員
研
修

⑵　

１
日
研
修

　

４　

�

的
確
な
農
地
行
政
と
構
造
政
策

の
推
進

　
　

�　

農
地
転
用
な
ど
の
権
限
委
譲
や

転
用
規
制
見
直
し
な
ど
か
ら
一
層

の
慎
重
審
査
を
行
う
。
ま
た
、
農

業
生
産
条
件
を
整
備
し
、
生
産
性

の
高
い
農
業
経
営
の
実
現
や
農
用

地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
適
正

な
農
地
行
政
を
推
進
し
、
農
用
地

の
多
面
的
な
利
活
用
と
併
せ
て
優

良
農
地
確
保
を
図
る
活
動
等
を
次

の
と
お
り
行
う
。

⑴　

�

農
地
の
権
利
移
動
案
件
の
意

見
決
定
に
当
っ
て
の
慎
重
審

査

⑵　

�

農
地
転
用
案
件
の
意
見
決
定

に
当
た
っ
て
の
慎
重
審
査

⑶　

�

無
断
転
用
防
止
と
遊
休
農
地

（
耕
作
放
棄
地
）
防
止
・
解

消
に
向
け
た
活
動

⑷　

�

農
地
政
策
見
直
し
に
対
し
て
、

農
地
制
度
の
根
幹
の
維
持
を

求
め
る
活
動

　
５　
農
政
対
策
の
推
進

⑴　

�

農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
建

議
、
意
見
公
表
、
要
望
活
動

の
実
施

⑵　

農
林
関
係
予
算
の
確
保
対
策

⑶　

�

担
い
手
（
法
人
）
確
保
・
育

成
に
向
け
た
取
組

⑷　

�

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
安

全
・
安
心
な
農
業
の
振
興

⑸　

�

地
産
地
消
活
動
及
び
食
農
教

育
の
推
進

⑹　

�

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に

関
す
る
取
組

　
６　
農
地
銀
行
活
動
事
業
の
充
実

　
　

�　

経
営
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
意

欲
あ
る
農
業
者
支
援
と
し
て
、
農

地
銀
行
活
動
事
業
を
よ
り
一
層
充

実
す
る
。

　
７　
啓
発
活
動
の
充
実

　
　

�　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
向
日

葵
」
編
集
強
化
な
ど
啓
発
活
動
の

充
実
に
努
め
る
。

　
８　
農
業
者
年
金
業
務
の
推
進

　
　

�　

農
業
者
年
金
業
務
を
適
正
か
つ

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
加
入
推

進
部
長
を
中
心
と
し
て
、
次
の
事

業
を
行
う
。

⑴　

�

新
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及

と
定
着

⑵　

�

新
農
業
者
年
金
加
入
者
の
拡

大
及
び
目
標
の
達
成

⑶　

年
金
相
談
活
動
の
充
実

⑷　

�

新
規
受
給
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
の
開
催

　
９　

�

「
全
国
農
業
新
聞
」
等
の
普
及

拡
大

　
　

�　

「
全
国
農
業
新
聞
」
及
び
「
全

国
農
業
図
書
」
の
普
及
拡
大
に
努

め
、
農
業
者
へ
情
報
提
供
活
動
を

推
進
す
る
。

三条市農業委員会事業計画（概要）三条市農業委員会事業計画（概要）令和３年度

　

農
業
委
員
に
推
薦

さ
れ
て
一
期
目
が
終

わ
り
、
二
期
目
を
務

め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
初
は
、
自
分
が
農
業
委
員
を
務
め
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
し
た
。
農

事
組
合
法
人
尾
崎
泉
地
区
生
産
組
合
の
構
成

員
で
あ
る
私
が
農
業
委
員
に
就
任
し
た
、
と

い
う
こ
と
で
春
秋
の
組
合
作
業
時
に
他
の
構

成
員
か
ら
農
地
に
つ
い
て
色
々
と
相
談
を
受

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
者
に
と
っ

て
は
、
近
く
に
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
近
く
に
い
る
と
、
話
し
か
け

や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
地
の
売
買
等
あ
っ
せ
ん
に
つ
い

て
自
分
で
は
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

農
業
委
員
会
事
務
局
に
足
を
運
び
説
明
を
受

け
、
実
際
に
携
わ
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
か
ら
農
業

委
員
と
し
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思

い
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
諸
先
輩
方
や
事
務
局
か
ら
御

指
導
を
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第一調
査
部
会
長
に
就
任
し
て

第一調
査
部
会
長
に
就
任
し
て

第
一
調
査
部
会
長

第
一
調
査
部
会
長

佐
藤　
秀
樹

佐
藤　
秀
樹

（三条地区）
担当委員 住所 担　　当　　区　　域

野﨑　文夫（農） 林町2丁目 荒町・石上・栗林１・栗林２・上田島・東三条・北中・興野・一ノ木戸・裏館・新光・嘉坪川
井上　利弥（推） 北四日町 島田・西本成寺１～西本成寺３・四日町・東新保・曲渕・北新保・南新保・直江町
清野　秀作（農） 塚野目5丁目 塚野目１～塚野目８
矢代　誠一（推） 須戸新田 須戸・柳場・柳川１～柳川４・三貫地
北澤　正之（推） 鶴田3丁目 鶴田１～鶴田３・下谷地・敦田
田邉　　稔（農） 井栗1丁目 井栗西部１～井栗西部４・井栗中部１～井栗中部３・井栗東部１～井栗東部３・西潟・牛ヶ島・三柳・北野・白山
飯塚栄三千（推） 東本成寺 東本成寺・土場・西中・五明・下新田・片口・新保・枝郷・緑ヶ丘
山倉　　広（農） 月岡4丁目 如法寺・月岡・諏訪
廣川　久一（推） 長嶺 西鱈田・吉田・長嶺
廣川　哲也（農） 金子新田 東鱈田・金子・袋・南入蔵・入蔵
捧　　幸伸（農） 下坂井 東明寺・中東・田中・合屋・上野原・三竹・下坂井・北入蔵・麻布・篭場・中新・漆島・西大崎馬場　良子（農） 西大崎3丁目
渡辺　秀人（推） 柳沢 向ヒ村・高田・成沢道上面・布施谷・布施和田・二ツ山・本所・中村・中央・赤坂宮ノ浦
小林　茂宏（農） 上須頃 上須頃上・上須頃東・上須頃中・上須頃下・下須頃上・下須頃下
松下　正樹（推） 代官島 大島１～大島３・荻島上・荻島下・代官島上・代官島中・代官島下・井戸場

（栄地区）
担当委員 住所 担　　当　　区　　域

吉田　精一（推） 小古瀬 小古瀬・中島・千把野新田
三師　満夫（農） 善久寺 善久寺・芹山・渡前・中曽根新田
松岡　博一（推） 鬼木 鬼木新田・鬼木
佐藤　秀樹（農） 泉新田 尾崎・岡野新田・今井・今井野新田・泉新田・貝喰新田
桒原　一郎（農） 猪子場新田 猪子場新田・一ツ屋敷新田・福島甲・福島丙
髙山　弘則（推） 新堀 福島乙・新堀・東光寺・若宮新田
島影　正幸（農） 北潟 小滝・高安寺・大面・北潟・矢田
小池　秀一（推） 茅原 吉野屋・蔵内・茅原・安代
田邉　敦子（農） 帯織 前谷内・帯織・山王岡﨑　洋一（農） 前谷内
大口　伸昭（推） 栄荻島 岩淵・戸口・栄荻島

（下田地区）
担当委員 住所 担　　当　　区　　域

佐藤　一富（農） 楢山 楢山・花渕・上組・中組・下組・中野原・荻堀上・荻掘下
山屋　和徳（農） 長沢 原上・原下・桑切・大沢・長沢・笹巻・福沢
笹岡　大介（推） 駒込 駒込上・駒込中・駒込下・広手・大平
山谷　秀昭（推） 下大浦 高屋敷・滝谷・島潟・福岡・高岡・下大浦・馬場・上大浦
原田　孝一（推） 牛野尾 遅場・葎谷・濁沢・早水・牛野尾・長野
坂井　浩行（農） 名下 名下・栗山・塩野渕・笠堀・大谷地・南五百川・北五百川・院内
佐藤　裕雄（農） 荒沢 棚鱗・荒沢・小長沢・庭月・八木前
吉田　　昇（推） 森町 森町・田屋
長谷川淨二（推） 飯田 上飯田・中飯田・下飯田・鹿峠・小外谷・曲谷
蒲澤　利嗣（推） 江口 江口・島川原・南中
熊倉　　睦（農） 新屋 牛ヶ首・落合・上谷地・蝶名林・中浦・新屋・鹿熊

※（農）は農業委員、（推）は農地利用最適化推進委員
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五
十
嵐 

洋
輔
　
三
条

酒
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
８
年
目

　

今
年
も
、
８
町
５
反
の
田
植
え
を
無

事
に
終
え
て
、
ひ
と
段
落
と
い
う
所
で

す
。

　

新
潟
で
は
栽
培
が
難
し
い
と
言
わ
れ

て
い
る
「
山
田
錦
」
の
栽
培
を
始
め
て

８
年
に
な
り
ま
す
。

　

要
求
に
応
え
る
べ
く
、
当
初
は
勉
強

会
や
視
察
研
修
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

研
さ
ん
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
自
然
相
手
の
事
な
の
で
、
同

じ
事
を
し
て
も
結
果
が
一
緒
に
な
ら
な

い
わ
け
で
、
そ
こ
が
、
難
し
い
所
で
も

あ
り
、
面
白
い
所
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
う
ち
の
酒
米
が「
獺だ
っ

祭さ
い

」と
い
う
純

米
大
吟
醸
酒
に
な
る
事
も
、
や
る
気
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
に
向
け
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
奮
闘
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
、
二
年
は
、
栽
培
方
法

や
、
経
営
規
模
の
振
り
返
り
期
間
に
し

よ
う
と
考
え
て
お
り
、
品
種
の
配
分
や

面
積
を
、
今
後
の
判
断
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
山
倉
）

麸
澤
　
修
　
栄

ト
マ
ト
栽
培
で
元
気
な
毎
日

　

フ
ル
テ
ィ
カ
は
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト

と
呼
ば
れ
る
中
玉
の
品
種
で
す
。
糖
度

が
高
く
リ
コ
ピ
ン
含
有
量
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。

　

麸
澤
さ
ん
は
、
会
社
を
退
職
し
た
後
、

家
業
だ
っ
た
稲
作
の
ほ
か
加
工
用
ト
マ

ト
の
栽
培
を
始
め
た
も
の
の
、
カ
ラ
ス

の
食
害
な
ど
も
あ
っ
て
一
旦
は
撤
退
。

そ
の
後
、
知
人
の
勧
め
で
フ
ル
テ
ィ
カ

の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
当
初

は
失
敗
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
自

分
な
り
に
工
夫

を
重
ね
て
栽
培

も
年
々
安
定
し
、

毎
年
、
７
月
か

ら
８
月
に
か
け

て
地
元
の
農
産

物
直
売
所
に
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
栽
培

方
法
の
特
徴
は
、
箱
栽
培
に
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
時
期

に
よ
っ
て
地
温
の
上
が
り
過
ぎ
に
よ
る

品
質
低
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
土

を
詰
め
た
箱
の
中
で
育
て
る
方
法
に
変

え
ま
し
た
。

　

何
種
類
か
の
作
物
を
出
荷
し
て
い
ま

す
が
、
奥
様
と
二
人
で
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
作
物
を

決
め
て
、
栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
、
各
自

責
任
を
も
っ
て
管
理
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
規
模
は
小
さ
く
て
も
、
毎
日
成
長

す
る
作
物
の
世
話
を
す
る
喜
び
が
、
元

気
の
源
と
い
う
こ
と
で
す
。�

（
島
影
）

藤
田
　
悟
　
下
田

ナ
ル
コ
ラ
ン
は
陰
の
立
役
者

　

下
田
地
区
の
大
沢
集
落
で
ナ
ル
コ
ラ

ン
を
栽
培
し
て
い
る
藤
田
悟
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。

　

ナ
ル
コ
ラ
ン
は
下
田
地
区
で
栽
培
さ

れ
て
お
り
、
全
体
の
約
７
割
を
藤
田
さ

ん
が
栽
培
し
て
い
ま
す
。
筋
の
目
立
つ

美
し
い
楕
円
形
の
葉
が
特
徴
的
で
切
り

花
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど

の
花
材
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
、
花
束

な
ど
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
を
出
し
た
り
、

他
の
花
を
引
き
立
て
る
こ
と
か
ら
「
陰

の
立
役
者
」
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

藤
田
さ
ん
は
、
元
々
会
社
勤
め
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
５
年
前
に
父
親
が
亡

く
な
り
、
父
親
の
後
を
継
ぐ
た
め
に
勤

め
を
や
め
て
、
就
農
し
ま
し
た
。

　

ナ
ル
コ
ラ
ン
の
栽
培
面
積
は
約
60
ア
ー

ル
、
葉
物
と
し
て
年
間
約
16
万
本
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。
出
荷
時
期
は
６
月
〜

８
月
の
お
盆
頃
ま
で
で
、
忙
し
い
時
は

夜
10
時
頃
か
ら
徹
夜
で
出
荷
作
業
を
行

う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
昨
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
冠
婚
葬
祭
の
縮

小
な
ど
で
花
の
需
要
が
低
迷
し
、
３
〜

４
割
程
度
減
収
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

防
除
な
ど
、
品
質
管
理
が
大
変
で
す

が
、
花
束
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
う
れ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
水
稲
１
・
６
ha
、
さ
と
い
も
、

さ
つ
ま
い
も
、
ユ
ー
カ
リ
な
ど
も
栽
培

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
オ
ヤ
マ

ボ
ク
チ
の
栽
培
に
も
挑
戦
、
来
年
は
水

田
約
70
ア
ー
ル
を
地
元
農
家
か
ら
引
き

受
け
る
予
定
で
、
意
欲
的
に
農
業
に
取

り
組
み
、
地
元
農
家
か
ら
も
頼
り
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

父
親
の
後
を
継
ぎ
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
一
生
懸
命
農
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
藤
田
さ

ん
、
地
元
農
業

を
支
え
る
立
役

者
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

（
山
屋
）
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編 集 後 記
　このたび三条市農業委員会の改選により、農業委員会だより『向日葵』の編集委員も新たなメン
バーで発足いたしました。
　新型コロナウィルス感染症のまん延により、東京オリンピックやパラリンピックはおろか、日常生
活にも支障をきたす状況となっておりますが、ワクチン接種も進んでおり、年度内には良い方向に向
かいそうな一筋の光明が見えてまいりました。
　田植えも終わり、一面緑の圃場を見ますと心が洗われる思いがいたします。この素晴らしい環境を
次の世代に伝えられるよう、農業者だけでなく、地域の皆様の御理解御協力をいただきながら、三条
市の農業発展のため務めてまいります。
� （馬場）

委員長　島影　正幸　　副委員長　馬場　良子　　佐藤　一富　　　　　　　　　　　　　　　
委　員　山倉　広　　山屋　和徳　　小池　秀一　　髙山　弘則　　松下　正樹　　山谷　秀昭

申請書の締切日は毎月10日です

　農地の売買や貸借、転用の許可申請などの締め切りは、毎月10日（10日が休日の場合は直前の市役所開
庁日）となります。

農地の売買、貸借などの締め切り日
９月10日㈮　10月８日㈮　11月10日㈬　12月10日㈮
１月７日㈮　２月10日㈭　３月10日㈭

総　会　開　催　日
９月30日㈭　10月29日㈮　11月30日㈫　12月27日㈪
１月31日㈪　２月28日㈪　３月28日㈪

　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が発行する農業総合専門紙です。
　「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう解説的にまとめています。また、多くの読者の皆様

に満足して頂けるよう、家族全員が楽しめる記事も充実し
ています。さらに、全国47都道府県にある支局の県版・地
方版の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地
域独自のイベント情報などの提供に努めています。

全国農業新聞を購読してみませんか

発行日　毎週金曜日（月４回）
購読料　月額700円（送料・税込）
申込先　農業委員会事務局
　　　　電話：34-5635　　　　
　　　　�（毎月15日までの申込みで、

翌月から送付いたします。）


